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中京地区の同窓会は、来年できるかどうかわかりませんので、今、来て下さい。

【愛岐トンネル群を行く】 中村 和博（高28）



春
う
ら
ら
の
、
さ
わ
や

か
な
季
節
ま
で
も
う
少
し

と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

中
京
支
部
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
御
健
勝

に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
六
月
八
日
（
日
）

に
「
ル
ブ
ラ
王
山
」
に
て

総
会
・
懇
親
会
の
予
定
で

す
。
知
り
合
い
や
家
族
を

誘
っ
て
天
草
の
香
り
を
感

じ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
は
、
会
員
参
加
数

が
二
十
二
名
と
な
り
、
こ

こ
ま
で
運
営
上
ギ
リ
ギ
リ

で
推
移
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
全
国
的
に
同
郷

会
や
同
窓
会
の
運
営
が
困

難
と
な
り
、
休
止
や
廃
止

に
至
る
情
報
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
関
東
の
天
草
郷

友
会
で
も
、
本
渡
会
や
牛

深
会
の
休
眠
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
は
昭
和
一
〇
〇
年
で

す
。
昭
和
初
期
と
は
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き

く
異
な
り
、
天
草
に
は
飛

行
機
で
最
速
の
移
動
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
情
報
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
過
ぎ
ス
マ
ホ
と

な
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
全
盛

で
ど
こ
で
も
一
瞬
で
「
見

る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
天
草

弁
で
故
郷
を
懐
か
し
む

「
語
り
合
う
」
こ
と
が
時

代
に
即
し
て
い
な
く
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
京
地
区
の
同
窓
会
は
、

来
年
で
き
る
か
ど
う
か
わ

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
、

来
て
下
さ
い
。

電
池
が
切
れ
る
ま
で

持
続
可
能
な
同
窓
会
の
運

営
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
。
熱
量
を
持
っ
た

天
草
が
大
好
き
な
ヒ
ト
、

運
営
に
欠
か
せ
な
い
同
窓

会
名
簿
等
の
モ
ノ
、
会
報

発
行
や
総
会
開
催
・
同
窓

会
間
の
交
流
に
必
要
な
資

金
と
し
て
の
カ
ネ
で
し
ょ

う
か
。

ヒ
ト
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
に
よ
る
自
然
減
・
役
員

の
な
り
手
不
足
・
同
窓
会

総
会
を
必
要
と
考
え
な
い

方
も
多
く
み
え
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
然
減
な
の
で
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
会
員
名

簿
は
、
「
個
人
情
報
の
保

護
」
と
い
う
、
越
え
ら
れ

な
い
高
い
壁
が
有
り
、
会

員
の
新
規
開
拓
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
殊
サ

ギ
や
闇
バ
イ
ト
等
の
犯
罪

が
無
く
な
ら
な
い
限
り
名

簿
は
外
に
出
な
い
で
し
ょ

う
。
会
員
数
の
減
少
に
合

わ
せ
て
、
懇
親
会
に
つ
い

て
も
諸
物
価
の
高
騰
や
コ

ロ
ナ
、
特
に
、
年
金
生
活

者
に
と
っ
て
は
重
い
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
二
〇
二
六
年

一
一
月
の
天
草
高
校
創
立

一
三
〇
年
記
念
式
典
に
は

出
席
で
き
る
よ
う
手
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
二
六
年
九
月
に
は
、

ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
天
草
高
校
の

関
係
者
が
出
場
の
折
に
は
、

中
京
支
部
で
応
援
に
繰
り

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
活
動
は
、
電
池
が
切

れ
る
ま
で
。
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ご
挨
拶

「
総
会
へ
の
ご
参
加
を
」

中
京
支
部
会
長

福
田
和
幸(

高
28
）



中
京
支
部
の
皆
様
、
ご

健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
関
東
あ
ま
た
か

会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
会
は
、
3
月
に
天
高
を

卒
業
し
た
新
卒
者
が
進
学
・

就
職
で
関
東
へ
参
り
ま
す

と
、
6
月
に
新
卒
者
の
歓

迎
会
を
、
年
開
け
た
2
月

に
卒
業
祝
い
を
開
催
し
ま

す
。
彼
ら
の
飲
食
代
及
び

交
通
費
は
当
会
で
負
担
し

ま
す
。

会
報
は
年
2
回
（
2
月
と

9
月
）
発
行
し
ま
す
（
全

会
員
に
情
報
提
供
す
る
唯

一
の
手
段
で
す
の
で
年
2

回
）
。
編
集
委
員
会
で
編

集
し
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
発

生
後
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
作
成
・
編

集
し
て
い
ま
す
。
対
面
で

の
委
員
会
は
な
く
て
も
で

き
ま
す
。

10
月
に
「
総
会
・
友
好
の

集
い
」
を
開
催
し
、
3
月

下
旬
に
観
桜
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

昨

年

７

月
に
コ

ロ
ナ
発

生
後
初

め
て
1

泊

2

日

の
池
の
平

ホ
テ
ル
ツ
ア
ー
を
再
開
し

ま
し
た
。
東
京
か
ら
10
名
、

名
古
屋
か
ら
1
名
の
11
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
懇
親

会
は
1
次
会
・
2
次
会
と

も
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
２
０
２
３
年
4

月
に
新
本
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
、
一
回
り
大
き

く
な
り
、
最
上
階
か
ら
は

白
樺
湖
を
眼
下
に
見
下
ろ

せ
ま
す
。
ま
た
、
湖
畔
の

湯
の
露
天
風
呂
は
、
湯
船

に
浸
か
っ
た
ま
ま
白
樺
湖

を
見
下
せ
、
温
度
が
温
め

に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

長
く
入
っ
て
も
湯
疲
れ
し

ま
せ
ん
。
経
費
は
、
1
泊

2
日
、
3
食
、
宴

会
・
2
次
会
付
き
、

送
迎
バ
ス
付
き
で

２
２
，
０
０
０
円

と
と
て
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
。
来
年
も

計
画
す
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
一

緒
に
参
り
ま
し
ょ

う
。
楽
し
い
会
に

な
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
関
西
図

南
会
（
あ
ま
た
か
関
西
）

会
長
の
濵
田
で
す
。
昨
年

7
月
に
会
長
を
拝
命
し
、

諸
先
輩
方
の
温
か
い
ご

支
援
と
、
お
力
添
え
を
得

て
、
微
力
な
が
ら
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
会
報
誌

「
飛
翔
」
の
発
行
な
ど
、

日
頃
か
ら
活
発
に
活
動
さ

れ
て
い
る
中
京
支
部
の
皆

さ
ま
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
毎
回
、

会
報
誌
を
お
送
り
く
だ
さ

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

関
西
図
南
会
も
、
世
代
を

超
え
て
楽
し
く
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
一
時
は
活
動
が
制
限
さ

れ
ま
し
た
が
、
同
窓
会
・

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
集
ま

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
気
軽
に
参
加
で
き
る

同
窓
会
活
動
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
6
月
に
開
催
さ

れ
る
中
京
支
部
の
同
窓
会

に
、
関
西
図
南
会
役
員
を

お
招
き
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

他

支

部

の
皆
様

と
、
直

接
交
流

で
き
る

貴

重

な

機
会
と
受

け
止
め
、
参
加
す
る
役
員

も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
を
越
え
た
交
流

が
一
層
前
進
し
、
同
窓
の

輪
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く

事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

実
は
、
中
京
支
部
の
福
田

会
長
は
、
私
が
高
校
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た
バ
レ
ー

部
の
一
つ
上
の
先
輩
で
す
。

こ
う
し
て
同
窓
会
を
通
じ

て
、
ま
た
、
ご
一
緒
で
き

る
こ
と
に
、
不
思
議
な
ご

縁
と
嬉
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
当
時
は
厳
し
い
練

習
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出

で
す
。
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関
東
あ
ま
た
か
会
の
活
動

各
地
区
同
窓
会
通
信

会
報
誌
「
飛
翔
」
に
寄
せ
て

関
西
図
南
会

会
長

濵
田

展
生(

高
28)

関
東
あ
ま
た
か
会

名
誉
会
長

松
尾
和
幸
（
高
16
）

関
東
あ
ま
た
か
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
左
の
QR
コ
ー

ド
か
ら

あ
ま
た
か
関
西
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
下
の
QR
コ
ー

ド
か
ら



私
、
今
年(
２
０
２
４

年
）
の
5
月
で
74
歳
に
な

り
ま
し
た
。
70
を
過
ぎ
る

と
、
「
60
代
ま
で
は
何
と

も
な
か
っ
た
の
に
、
70
代

に
な
っ
て
か
ら
い
ろ
ん
な

体
の
不
具
合
が
出
て
き
た
。
」

な
ど
あ
ま
り
良
い
話
は
聞

き
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
体
力
の
衰
え
と
、

上
手
に
付
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
出
来
事
が
最
近
あ

り
ま
し
た
。
退
職
後
の
楽

し
み
に
と
始
め
た
ゴ
ル
フ

で
す
が
2
年
前
、
左
肩
を

痛
め
、
10
ヶ
月
ぐ
ら
い
練

習
を
休
み
、
整
形
外
科
の

お
世
話
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
、
小
中
学

生
相
手
に
「
ウ
エ
ー
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
」
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
が
、
私
自
身

も
今
年
か
ら
肩
の
リ
ハ
ビ

リ
と
関
節
の
柔
軟
性
を
高

め
る
た
め
に
、
軽
い
重
量

で
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

肩
は
、
元
の
状
態
に
戻
る

こ

と

は

な
い
だ

ろ
う
と

思
っ
て

い

ま

し

た
が
、
今

で
は
か
な
り
具

合

が

良
く
な
り
、
痛
み
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

歳
を
と
る
と
痛
い
部
分
を

動
か
す
こ
と
を
た
め
ら
い

が
ち
で
す
が
、
適
度
に
動

か
す
必
要
が
あ
る
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

6
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
暑

く
な
っ
て
も
き
ま
し
た
。

嫌
な
季
節
で
す
が
、
庭
で

育
て
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

は
美
味
し
く
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
隣
か
ら

い
た
だ
く
キ
ュ
ウ
リ
も
い

い
も
の
で
す
。
夏
が
旬
の

野
菜
や
果
物
も
た
く
さ
ん

多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
夏

も
嫌
が
ら
ず
に
ビ
ー
ル
と

と
も
に
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
。

毎
日
暑
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
先
日

は
同
窓
会
で
は
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
吉
田
和
美
さ
ん
に
）

素
敵
な
絵
を
書
い
て

い
た
だ
き
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
い
つ
も

ピ
ア
ノ
演
奏
で
心
が

和
み
ま
す
。
同
窓
会

を
開
催
さ
れ
る
の
に
大
変

な
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

先
輩
方
の
先
導
で
、
続
い

て
い
っ
て
る
こ
と
に
感
謝

で
す
。
今
回
自
己
紹
介
と

い
う
形
で
、
皆
様
の
参
加

が
で
き
、
有
意
義
な
と
き

を
過
ご
せ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
、
腹
話
術
を
始
め

て
、
50
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
春
風
イ
チ
ロ
ー
師
匠

と
い
う
方
が
、
広
め
ら
れ

た
「
ロ
ゴ
ス
腹
話
術
」
と

い
う
会
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
人
形
の
名
前
は
「
え
っ

ち
ゃ
ん
」
姉
の
名
前
か
ら

付
け
ま
し
た
。
「
ロ
ゴ
ス
」

の
仲
間
は
全
国
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
見
ら
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、

今
は
活
動
し
て
い
ま
せ
ん
。

自
己
紹
介
で
声
を
披
露
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
写
真

を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、

見
て
く
だ
さ
い
。
術
者
に

似
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

来
年
は
た
く
さ
ん
の
方
が

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
る

と
い
い
で
す
ね
。
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
ご
と
き
の
日
常

「
腹
話
術
と
私
」

田
中
美
智
代
（
高
23
）

同
窓
生
通
信

田
城
正
廣
（
高
21
）



２
０
２
４
年
６
月
９
日
（
日
）

11
時
か
ら
、
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、

43
回
天
草
高
校
同
窓
会
中
京
支

部
の
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
天
草
高
校
西
岡

教
頭
先
生
（
岩
嵜
校
長
代
理
）
、

天
草
高
校
同
窓
会
図
南
会
大
谷

副
会
長
、
関
東
あ
ま
た
か
会
松

尾
会
長
、
あ
ま
た
か
関
西
前
中

事
務
局
長
、
山
本
監
督
（
の
さ

り
の
島
映
画
監
督
）
を
お
迎
え

し
て
、
会
員
の
参
加
者
22
名
、

総
会
支
援
1
名
の
総
勢
28
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

決
算
・
予
算
報
告
お
よ
び
役
員

体
制
の
報
告
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
く

懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
皆
様
か

ら
祝
辞
お
よ
び
近
況
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例
の
吉
田

さ
ん
の
「
似
顔
絵
書
き
」
や

「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
「
な
ん

で
も
ト
ー
ク
」
な
ど
、
い
つ
も

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
恒
例
の
「
牛
深
ハ
イ

ヤ
踊
り
」
を
全
員
で
踊
り
、
校

歌
斉
唱
を
行
い
、
盛
会
の
中

「
来
年
も
又
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
終
了
し
ま
し
た
。
２
０
２
５

年
の
総
会
に
は
、
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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総会参加の皆さんからのメッセージ

下世稔子さん(14回)
41才から35年間名古屋三越星ヶ丘店
に勤務しその後3年間日進市老人クラ
ブで働き多参の経験を致しました。
やっと自由な毎日が送れるかと思いきや病院
通いが始まり現在に到っております。両方の
ひざの痛みがひどく週2回のリハビリ通いと老
人クラブの活動で楽しく過ごしております。
今年も参加出来て幸せに思っております。

田中美智代さん(23回)
今日は楽しいひとときをありがとう
ございました。みなさん来年も元気
でお会いできるといいなーと思いま
す。お疲れ様でした！

中原一郎さん(16回)
足を故障したけど総会までに何とか
杖なしで歩けるようになり、出席出
来て良かったです。同級生の松尾さ
んに会えるとは驚きでした。教頭先
生のお話の中で天高裏山の金均山が今では緑
に覆われているのが印象的でありました。ハ
イヤ節は前日「日村バス」で牛深高校の映像
を見ていたのですが、練習不足でうまく出来
なくて残念！

橋本浩二さん(12回)
よく飲みました。来年も来れるといいが？

原田 登さん(12回)
来年も又会いましょう！

横山憲子さん(13回)
人数はすくなかったですが、楽しい
会でした。倉田さんも楽しんでくれ
た様でお誘いした甲斐がありました。

大谷千賀子さん(30回)
とても楽しい会でした。ありがと

うございました。みんなで合唱よかっ
たですね！今年は役員全員でのおも
てなし！の雰囲気があって嬉しかっ
たです。きっと来年も！と皆さん思われたと
思います。

岡部 好文さん(31回)
たのしい出会いありがとうございます。これ
からの活力をいただきました。

玉田 光一さん(33回)
ありがとうございました。

松崎一輝さん(41回)
今年も楽しく何よりも参加された皆
さんが笑顔になることが一番だと思
いました。来年はもっと笑顔が増え
ることを願います。

澤田秀子さん(写真撮影支援)
記録係とは名ばかりですが、微力
ながらがんばりました。”天草”は
横山さんから、その良さは充分に聞
かせて頂いています。ぜひ天草に行
きたいです。本日はありがとうございました。

前中泰子さん(高27／あまたか関西事務局長)
今日はありがとうございました。楽しい時間
でした。楽しみやすく皆さんが楽しんでおら
れる様子がとてもうれしくて感動しました。
天草ハイヤ、あまたか関西では見ようみまね
でしたが、しっかり踊れたのが収穫でした。

大谷 寛さん(25回／図南会副会長)
毎回、幹事の皆様御苦労様です。今回の同窓
会、中京支部の良い所、たくさん出ていたと思
います。人数が減る中、今後どうするか生き残
る方法も考えなければと思います。

松尾 和幸さん(16回／関東あまたか会会長)
お世話になりました。アットホーム的で良かっ
たです。来年も参ります。

山本 起也さん(映画「のさりの島」監督)
昨日まで天草に行っておりました。これでお
よそ40回目の天草訪問となります。実は次回の
映画を来年1月末から2月に撮影する関係でしば
らく天草に伺う余裕がなくなりますが、完成し
た映画を携え、また天草を訪ねる日を楽しみに
しています。本日はお招きいただきありがとう
ございました。

西岡 充孝さん(天草高校教頭)
毎回、幹事の皆様御苦労様です。今回の同窓
会、中京支部の良い所、たくさん出ていたと思
います。人数が減る中、今後どうするか生き残
る方法も考えなければと思います。

2025年総会へも是非参加下さい。



天
草
高
校
同
窓
会
中
京
支
部
会

報
誌
に
寄
稿
で
き
る
こ
と
を
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
同
窓
会
報
誌
に
は
天
草
高
校

の
最
新
情
報
や
会
員
の
近
況
報
告
、

天
草
の
歴
史
、
天
草
を
愛
す
る
思

い
の
丈
を
伝
え
る
記
事
な
ど
が
満

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
草
か
ら
遠

く
離
れ
た
愛
知
県
に
生
ま
れ
育
っ

た
私
は
毎
回
、
楽
し
く
読
ん
で
い

ま
す
。

話
が
脇
道
に
そ
れ
ま
す
が
、
同
窓

会
支
部
名
で
あ
る
「
中
京
」
と
い

う
こ
と
ば
を
私
は
今
ま
で
あ
ま
り

使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

名
古
屋
市
を
含
む
次
に
広
い
地
域

を
指
す
こ
と
ば
は
私
に
と
っ
て
愛

知
県
で
し
た
。

足
助
の
お
寺
の
住
職
に
な
っ
て
、

こ
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
三
河
」

と
い
う
名
を
使
い
、
三
河
に
誇
り

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
始
め
て
知

り
ま
し
た
。

先
祖
代
々
、
我
が
家
は
名
古
屋
に

住
ん
で
い
ま
し
た
が
「
尾
張
」
と

い
う
地
域
名
を
使
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
三
河
も
尾
張
も

区
別
せ
ず
愛
知
県
で
し
た
。

愛
知
県
よ
り
広
い
範
囲
を
言
い
た

い
と
き
は
東
海
地
方
、
も
っ
と
広

い
範
囲
を
言

い
た
い
と
き

は
中
部
地

方
と
言
い
、

私
の
頭
の

中
で
は
「
中

京
」
と
は
何
処
？

と
疑
問
符
が
つ
い
て
い
ま
す
。

固
有
名
詞
と
し
て
中
京
テ
レ
ビ
と

か
中
京
銀
行
、
中
京
大
学
な
ど
と

使
い
ま
す
が
地
域
名
詞
と
し
て
使
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

送
ら
れ
て
き
た
同
窓
会
誌
を
読
ん

で
気
付
き
ま
し
た
。

関
東
支
部
の
名
誉
会
長
さ
ん
の
文

章
に
「
昭
和
36
年
春
、
中
学
卒
業

と
同
時
に
中
京
へ
集
団
就
職
し
ま

し
た
。
中
学
三
年
生
の
仲
間
四
人

が
名
古
屋
の
会
社
に
就
職
し
ま
し

た
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

名
古
屋
を
中
心
と
し
て
豊
田
や
四

日
市
、
東
海
、
大
府
な
ど
の
工
業

地
帯
に
集
団
就
職
し
た
九
州
南
部

の
人
々
に
と
っ
て
自
分
が
住
ん
で

い
る
所
は
中
京
工
業
地
帯
と
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々

が
起
こ
し
た
支
部
の
名
称
と
し
て

「
中
京
」
は
最
適
と
思
い
ま
し
た
。

天
草
の
人
々
が
中
京
地
区
の
発
展

に
寄
与
し
た
こ
と
は
現
代
に
限
り

ま
せ
ん
。

江
戸
時
代
後
期
、
瀬
戸
の
陶
器
は

肥
前
国
有
田
の
磁
器
に
押
さ
れ
衰

退
し
ま
し
た
。

衰
退
し
た
瀬
戸
を
今
一
度
、
復
興

し
た
の
は
加
藤
民
吉
で
す
。
民
吉

は
磁
祖
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
天
草
の
東
向
寺
第1
5

世
住

職
・
上
藍
天
中
大
和
尚
が
瀬
戸
菱

野
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
住
職
を
頼
っ
て
民
吉
は
天
草

へ
赴
き
ま
し
た
。
民
吉
が
磁
器
制

作
の
技
術
を
学
び
、
瀬
戸
が
復
興

で
き
た
の
は
天
草
の
人
々
の
お
陰

で
し
た
。

天
中
は
延
享
3
年
（
一
七
四
六
）

菱
野
村
（
現
在
の
瀬
戸
市
）
大
澤

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
菱

野
村
に
は
田
畑
が
少
な
く
貧
村
で

し
た
。
農
事
だ
け
で
は
生
活
が
苦

し
く
、
草
鞋
な
ど
を
作
っ
て
尾
張

に
売
り
に
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

瀬
戸
物
を
知
多
や
三
河
に
売
り
に

行
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

天
中
は
11
歳
の
と
き
瀬
戸
村
の
窯

屋
へ
奉
公
に
出
さ
れ
ま
し
た
。1

4

歳
の
と
き
窯
屋
の
仕
事
で
陶
器
を

持
っ
て
名
古
屋
に
向
か
い
ま
し
た
。

一
色
村
（
現
在
の
名
古
屋
市
名
東

区
）
の
神
蔵
寺
の
門
前
で
転
倒
し

陶
器
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

14
歳
の
天
中
は
大
泣
き
し
、
途
方

に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
藁
を

も
つ
か
む
思
い
で
目
の
前
に
あ
っ

た
神
蔵
寺
へ
助
け
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
神
蔵
寺
開
山
大
店
熬
雪
大

和
尚
の
も
と
で
出
家
得
度
し
、
僧

侶
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
で
修
行

し
た
の
ち
、
寛
政1

2

年
（
一
八
〇

〇
）
天
中
55
歳
の
と
き
東
向
寺
15

世
と
し
て
晋
山
し
ま
し
た
。

数
年
後
、
民
吉
が
天
草
へ
来
て
染

付
焼
の
技
法
を
修
得
す
る
の
を
援

助
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
今
も
昔
も
天
草
と
中

京
地
区
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
つ
な
が
り
を
記
し

ま
す
。

中
京
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
は
豊
田
市
足
助
町
に
あ
る
香
嵐

渓
を
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

も
み
じ
の
名
所
で
す
。

今
か
ら
三
百
九
十
年
前
、
寛
永
11

年
に
香
積
寺
11
世
住
職
に
就
任
し

た
の
が
三
栄
本
秀
大
和
尚
で
す
。

大
自
然
と
調
和
し
、
心
を
調
え
自

ら
の
い
の
ち
を
精
一
杯
生
き
る
こ

と
が
仏
教
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
と

考
え
た
三
栄
和
尚
は
、
飯
盛
山
と

巴
川
沿
い
に
も
み
じ
を
植
え
ま
し

た
。

住
職
み
ず
か
ら
植
樹
し
て
い
る
と

聞
け
ば
、
当
時
は
穏
や
か
な
世
相

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

江
戸
幕
府
が
成
立
し
て
三
十
年
、

徐
々
に
政
局
不
安
は
解
消
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
住
職
就
任
三
年

後
に
は
天
草
島
原
の
乱
が
起
こ
り
、

国
中
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。
人

と
人
が
刀
で
斬
り
あ
う
時
代
を
三

栄
和
尚
は
生
き
て
い
ま
し
た
。

地
元
で
は
「
も
み
じ
の
開
祖
」
と

呼
ば
れ
植
樹
の
事
跡
し
か
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
峻
厳
な
禅

風
を
も
っ
て
地
域
住
民
を
導
い
た

仏
教
指
導
者
で
し
た
。

先
代
住
職
、
台
巌
和
尚
の
も
と
で

修
行
し
て
い
た
三
栄
（
当
時42

歳
）

は
或
る
日
、
台
巌
和
尚
に
連
れ
ら

れ
て
千
鳥
山
へ
行
き
ま
し
た
。
千

鳥
山
は
香
積
寺
か
ら
11
㎞
ほ
ど
西

へ
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
に

い
た
の
は
三
年
前
に
出
家
し
た
鈴

木
正
三
で
し
た
。

正
三
は
千
鳥
山
で
荒
行
を
続
け
、

い
の
ち
を
落
と
す
寸
前
で
し
た
。

正
三
の
気
魄
に
圧
倒
さ
れ
た
三
栄

は
そ
れ
以
来
、
朝
な
夕
な
に
正
三

の
も
と
へ
通
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
三
栄
は
早
く
か
ら
正

三
に
師
事
し
た
法
弟
で
し
た
。
且

つ
正
三
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
た
弟

子
の
ひ
と
り
で
し
た
。

つ
づ
き
は
次
号
に
書
き
ま
す
。
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新
連
載
「天
草
と
豊
田
の
つ
な
が
り
」
⑤

平
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
住
職

佐
藤
一
道

過
去
の
連
載
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
報
コ
ー
ナ
ー
を
参
照
下

さ
い
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天草高校創設から１30年間続いた
天草高校売店（おかべ学盛堂）が3月末閉店

天
草
高
校
が
創
設
さ
れ
た
時
よ
り
、
校
内
で
運
営
さ
れ
て
き
た
売
店
（
お
か
べ
学

盛
堂
）
が
3
月
末
で
閉
店
し
、
１
３
０
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
同
売
店

で
は
、
文
房
具
や
校
章
な
ど
の
ほ
か
に
、
パ
ン
の
販
売
も
あ
り
、
多
く
の
あ
ま
た

か
生
の
胃
袋
を
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
も
、
何
ら
か
の
思
い
出

を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。
お
か
べ
学
盛
堂
は
、
現
在
の
店
主
の
岡
部
多
苗
さ
ん

（
78
／
高
17
）
の
祖
父
、
岡
部
亀
太
郎
さ
ん
が
１
８
８
３
年
（
明
治
16
年
）
公
立

天
草
中
学
校
で
創
業
し
、
そ
の
後
、
１
８
９
６
年
か
ら
は
、
尋
常
中
学
校
・
濟
々

黌
天
草
分
校
（
天
草
高
校
創
設
）
に
入
り
、
経
営
も
父
の
昌
さ
ん
か
ら
田
苗
さ
ん

に
受
け
継
が
れ
、
46
年
間
毎
日
売
店
を
運
営
さ
れ
、
多
く
の
学
生
の
相
談
に
の
っ

た
り
し
て
、
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
月
28
日
に
は
、
生
徒
会
主
催
の
「
岡
部

さ
ん
を
送
る
会
」
が
体
育
館
で
行
わ
れ
、
在
校
生
・
卒
業
生
約
６
０
０
人
が
集
ま

り
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。
長
い
間
、
あ
ま
た
か
生
を
支
援
い
た
だ
い
た
岡
部
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
閉
店
の
模
様
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｔ
Ｋ
Ｕ
な
ど
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
）

岡部多苗さん(高17)
売店の様子（手前にパンがあります）

送る会で、参加者のトンネルで送られる岡部さん

役
員
紹
介

43
回
総
会
に
て
、
役
員
改
選
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
６
年
総
会
ま
で
、

2
年
間
の
任
期
で
担
当
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
、
新
役
員
と
し

て
、
中
村
和
博
さ
ん
（
高
28
）

に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

村
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
、
中
京

支
部
創
立
時
よ
り
、
40
数
年
役

員
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た

加
藤
邦
子
さ
ん
（
高
15
）
が
、

体
調
不
良
の
た
め
、
退
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
時
間
を

中
京
支
部
の
た
め
に
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
加
藤
さ
ん
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 川﨑　伸明 中35 20 迫口　光教 高14 39 三屋　紀代美 高21 58 宮崎　和仁 高29

2 坂本　忠男 併1 21 下世　稔子 高14 40 安東　ヒデミ 高22 59 渡辺　瞬子 高29

3 萩原　勲 高1 22 加藤　邦子 高15 41 岡田　義昭 高22 60 大谷　千賀子 高30

4 植田　清治 高6 23 河辺　キヨカ 高15 42 田口　功 高22 61 岡部　好文 高31

5 梶田　恵光 高6 24 鈴谷　政城 高15 43 平本　隆二 高22 62 倉田　國臣 高32

6 金澤　嘉子 高7 25 武田　勝洋 高15 44 田中　美智代 高23 63 宮崎　紋 高32

7 荒木　誠喜 高9 26 稲田　正子 高16 45 本山　弘泰 高23 64 金子　洋子 高33

8 釜口　康昭 高9 27 大塚　學 高16 46 亀川　隆 高24 65 玉田　孝一 高33

9 野崎　嗣政 高9 28 中原　一郎 高16 47 榊原　時子 高24 66 福田　陽子 高33

10 松下　良悟 高9 29 鶴見　リヲ 高17 48 大谷　寛 高25 67 山田　順子 高33

11 三原　富枝 高10 30 伴野　ツヨミ 高17 49 近藤　紀代 高25 68 松崎　一輝 高41

12 橋本　浩二 高12 31 吉田　和美 高17 50 杉浦　隆子 高25 69 中村　ミツエ 定12

13 原田　登 高12 32 伊藤　兼行 高18 51 小山　康志 高26

14 平方　良介 高12 33 下田　久 高19 52 佐古　恵子 高26

15 松本　明彦 高12 34 原田　洋俊 高19 53 原田　良子 高26

16 野崎　政澄 高13 35 江崎　孝行 高21 54 久野　佐代子 高28

17 横山　憲子 高13 36 田城　正廣 高21 55 中村　和博 高28

18 岡村　孝子 高14 37 錦戸　ルミ子 高21 56 福田　和幸 高28

19 北野　忠夫 高14 38 益田　滋 高21 57 藤本　朝子 高29

NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 坂本　忠男 併1 5 下世　稔子 高14 9 吉田　和美 高17 13 玉田　孝一 高33

2 植田　清治 高6 6 加藤　邦子 高15 10 伊藤　兼行 高18

3 梶田　恵光 高6 7 鈴谷　政城 高15 11 杉浦　隆子 高25

4 松下　良悟 高9 8 大塚　學 高16 12 渡辺　瞬子 高29

総計69名
(昨年度72名）

総計13名(昨年度４名）
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令
和
６
年
度
（
令
和
７
年
度
入
試
）

進
路
状
況
（
現
役
・
過
年
度
卒
延

べ
合
格
者
数
）
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
今
年
度
は
、
大
阪
大
学
・

熊
本
大
学
（
薬
学
部
）
に
現
役
合

格
や
熊
本
大
学
に
過
去
15
年
間
で

最
高
と
な
る
20
名
の
合
格
な
ど
優

秀
な
成
果
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
公
立
大
学
合
格
率
40
％

も
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

天
高
生
の
頑
張
り
に
祝
意
を
表
わ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
初
、
天
草
高
校
校
長
先
生

と
図
南
会
会
長
か
ら
の
寄
稿

を
予
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

年
度
初
め
の
ご
多
忙
な
時
期

と
重
な
り
、
寄
稿
が
難
し
い

と
の
こ
と
で
、
寄
稿
を
断
念

し
ま
し
た
。
欠
稿
部
分
を
ど

う
す
る
か
、
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
天
草
高
校
売
店
閉

店
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し

た
の
で
、
急
遽
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
何
と
か
全
ペ
ー

ジ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
号
の
会
長
挨
拶
で
申
し
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年

の
会
員
参
加
者
数
が
22
名
で

し
た
。
中
京
支
部
の
母
数
が

２
４
０
名
で
す
の
で
、
自
然

減
で
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
20
人
を
切
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
居
酒
屋
で
懇
親

会
開
催
の
事
態
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

お
願
い
で
す
。
２
０
２
５
年

総
会
に
は
、
是
非
と
も
参
加

い
た
だ
く
よ
う
、
返
信
ハ
ガ

キ
の
「
出
席
」
に
〇
を
つ
け

て
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
小
山
記
）
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編
集
後
記

天
草
高
校
の
話
題

進
路
状
況
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